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関係が機能したことで，労働者党（Partido dos Trabalhadores: PT）政権がサン
パウロ市行政に参加型制度を導入・実施してきたとする議論が行われてきた









（Conselho municipal do meio ambiente）⑶のなかから，サンパウロ市の環境・持






























府は1981年環境基本法（Lei 6.938/81）を制定した後，州政府や NGO の代表
を政策過程に参加させ，連邦・州・ムニシピオのあいだで環境基準を設計す
る国家環境システム（Sistema nacional do meio ambiente: SISNAMA）を導入した。
つ づ い て1982年 に 国 家 環 境 審 議 会（Conselho nacional do meio ambiente: 
CONAMA），1983年 に 州 環 境 審 議 会（Conselho estadual do meio ambiente: 




てみると，1992年国連環境開発会議（United Nations Conference on Environment 













（conselheiro）30名のうち，各地区の環境 NGO 団体から 1名ずつ計10名を市
民代表として選ぶ代表制審議会（Conselho de representantes）方式が新たに導
入された。サンパウロ市行政府は，この制度を「参加型民主主義のプロセス



















































　以上のように，参加型制度の先行研究を第 1 世代の研究と第 2世代の研究
に大別して整理した。しかし参加型制度の先行研究に対して，アバース
（Rebecca Neaera Abers）とケック（Margaret E. Keck）は，「参加型制度研究は
政策過程の入力（参加）あるいは出力（有効性）を検証してきたものの，処

















る歴史的制度論（Collier and Collier 2002; Mahoney and Rueschemeyer 2003）の観
点に依拠する。とくにマホニー（James Mahoney）とセーレン（Kathleen Ann 
Thelen）は，制度の持続性と外生的要因によって非連続的な制度変容を説明
する歴史的制度論の主張から議論を発展させ，制度内部の内生的要因も含め









集合体，ネットワーク」と定義している（Abers and Keck 2013, 16）。そしてこ
の基本要素の説明を基に，アクター間の交渉を通じて制度内でこの 3つの要
素が漸増することで，制度が問題解決能力と他者からの承認を得たときに，
















































は広範囲におよび，サンパウロ市に隣接する工業地帯 ABC（Santo Andre, São 
Bernardo do Campo, São Caetano do Sul）地区やクバタン市などの周辺都市でも
発生していた。一方，サンパウロ域内を管轄する州政府は公共衛生や環境分
野に高い専門性をもつサンパウロ州環境公社（Companhia Ambiental do Estado 
162








中心となり，1976年にサンパウロ自然保護協会（Associação Paulista de 
Proteção à Natureza: APPN）が発足した。すると APPN は，国際空港建設など
の政府事業に反対する抗議運動となった。APPN はまた，軍政に対抗する官
制の野党政党ブラジル民主運動（Movimento Democrático Brasileiro: MDB）と
連携を図り，環境被害を受ける住民を運動に動員することで，環境運動を市





















































など公共事業を拡大する一方，サンパウロ市環境局（Secretaria Municipal do 













内環境 NGO のなかから 3 名の代表と，CETESB のほかに環境専門機関の代


















ムニシピオ交通局（SMT) 環境 NGO（ 3 名）

























































































支持基盤とするブラジル社会民主党（Partido da Social Democracia Brasileira: 
PSDB）のセーハ（Jose Serra，在任期間：2005～2006年 3 月）に交代した。た
だしセーハは，公共衛生を綱領として都市の環境政策を推進することを念頭
においていたため，エルンジナ政権およびマルタ政権のふたつの労働者党政



























































ムニシピオ保健局（SMS） ・南部 2 地区
司法交渉局（SNJ） ・南部 3 地区
環境省（MMA） ・北部 1 地区
環境局（SMA） ・北部 2 地区



















































































































保護機構（Brazilian Foundation for the Conservation of Nature: FBCN），南部自
然環境保護協会（the Southern Association for the Protection of the Nature Envi-
ronment: AGAPAN），環境芸術運動（The Art and Ecological Thinking Move-
ment: MAPE），サンパウロ自然保護協会（APPN），地球の友（Friends of the 
Earth），緑の党（Green Party: PV），自然保護助成基金（the Pro-Nature Foun-
dation: Funatura），SOS マタ・アトランチカ（SOS Mata Atlântica），グリーン
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⒀　2014年 3 月12日，CADES技術職員ルス・デ・メロ（Ruth Cremonini de Melo）
氏への筆者のインタビュー。
⒁　2012年 8月 1日，世界大都市気候先導グループ（C40）アダルベルト・フィー








る。詳細は“105a-126a Reunião Plenária Ordinária, Secretaria Municipal do 

















クを形成している。詳細は Rede Nossa São Paulo（http://www.nossasaopaulo.
org.br/）参照。
⒇　“Moradores questionam eleição de Conselho.” Jornal da Gente Edição 335. 2008
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